
尾道支部　村上　克広「百島みんなの家」内覧会地域だより
尾　道

　９月９日（土）13：00～15：00、尾道市新百島支所「百

島みんなの家」の内覧会が、施工者（シェルター）の主催

で開催されました。

　百島は、向島と常石の間に位置する298世帯489人

（8/31尾道市町別世帯人口による）の離島です。尾道港

からフェリーで45分、常石から11分、高速船でも渡る

ことができます。

　「百島みんなの家」とは、尾道市百島支所と百島簡易郵

便局が一体となった建物であり、それに加えて、百島に

在住の子どもからお年寄りの方や、島外から訪れた人が

気軽に集まり団欒できる『みんなの家』として、島の日

常的な憩いの場所となることをイメージしています。

　尾道支部では会員や関係者に広報し、多数参加しまし

た。遠来の建築関係者や地元住民の皆様、報道関係者も

含め多くの参加者があり、『みんなのホール』に入りきれ

ない程の大盛況でした。　　　

　セレモニーは、尾道市主管課の司会で始まり、市長・

来賓の挨拶、設計者・伊藤豊雄氏の説明と質疑応答、施

工者・現場担当者の苦労話や、住民の皆さんとの心温ま

る逸話などで盛り上がりました。

■概　要
・設　　計：（株）伊藤豊雄建築設計事務所・吉岡寛之
　　　　　　オーク構造設計（構造）
　　　　　　建築エネルギー研究所（設備）
・施　　工：（株）シェルター
・発 注 者：尾道市長　平谷　祐宏
・構　　造：木造平屋建て　
・敷地面積：429.96㎡　
・建築面積：212.09㎡　
・延床面積：180.41㎡　

　建物の外観は、唐傘のような大きな屋根と円形の壁。

外壁は島の土を利用した土壁が、新しくも懐かしい佇ま

いを感じさせています。外壁には、住民参加によるワー

クショップでの大小の手形が定礎石を思わせるように残

されていました。

　平面は円形に近い平屋の建物で、屋根は円形状の外壁

上から延びるたくさんの登り梁を、屋根の中心にあるリ

ングに向かって寄せかける、明快な小屋組みとなってい

ます。中央に柱のない構造で、広く開放的なホールが確

保され、手作り感いっぱいの雰囲気でした。
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10月19日現在ＣＰＤ認定プログラム（11～12月の広島県内実施分）
日  時 プログラム名 単  位 主  催 連絡先
11／19 構造設計一級建築士定期講習（FD） 6 建築技術教育普及センター 082－245－8055
11／19 第 4回「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」 3 日本鉄鋼連盟 03－3669－4815
11／19 第 34回呉建築セミナ－「Ｅssence Ｂehind」 2 広島県建築士会呉地区支部 0823－25－0230
11／11 H29 広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑤ 6 広島県建築士会 082－244－6830
11／15 一級 /二級 /木造建築士定期講習（6D-03） 6 建築技術教育普及センター 082－245－8055
11／16 監理技術者講習 6 日本建築士会連合会 082－244－6830
11／17 JACCA天井耐震診断士認定講習会（調査・基本設計講習） 5 日本耐震天井施行協同組合 03－3539－6569
11／21 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 5 日本建築士会連合会 082－244－6830
11／22 平成 29年度被災建築物応急危険度判定士講習会【広島会場】 3 広島県建築士会 082－244－6830
11／25 H29 広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑥ 6 広島県建築士会 082－244－6830
11／25 住宅講演会「建築・住宅・船」

第11回鋼構造シンポジウム「部材の塑性変形能力を考慮した鋼構造骨組の耐震設計法」
木材の原点と未来を知る 技術見学会
学校のトイレ研究会講演会 2017　広島
H29広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑦
事例でわかる！工事成績アップの最新技術とその活用
平成 29年度公共建築工事の積算講習会

2 広島県建築士会 082－244－6830
11／25 2 日本建築学会 082－243－6605
11／26 3 広島県建築士会呉地区支部 0823－25－0230
11／30 2 ＴＯＴＯ株式会社パブリック営業推進グループ 0570－03－7771
12／12 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／15
12／16
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インターウェーブ
経済調査会

099－812－0677
03－5777－8222

技術見学会「木材の原点と未来を知る」

住宅講演会を開催します
社会活動委員会・住宅研究会

■主　催　呉地区支部・広島支部　合同
■日　時　11月26日（日）9：00～17：45
■内　容　・安駄山にて林業体験と座学

・広島県立「総合技術研究所林業技術セン
  ター」にて、最新の強度試験の見学

＊詳細は同封のリーフレットに掲載しています。

上映会「堀部安嗣 建築の鼓動」と
講演会「建築・住宅・船」

■講　師　堀部安嗣（京都造形芸術大学大学院教授、
堀部安嗣建築設計事務所）

■日　時　11月25日（土）14：00～16：30
■場　所　広島工業大学広島校舎501号室（中区中島町5‒7）
　堀部氏は昨年、日本建築学会賞を受賞。「里山住宅博
in KOBE 2016」では先進のエコハウスの中で優れたデ
ザインと評価されています。在来工法の高断熱・高気密
技術を考える上でその技術・設計手法を学びたいと思い
ます。10月17日に就航した小型豪華客船「ガンツウ」の
デザインを行うなど、建築以外でもご活躍です。

平成29年度  日本建築士会連合会 奨励賞に選ばれました
　当建築士会会員である須田修司さんが設計された

『広島学院創立60周年記念事業　講堂・聖堂』が、今

年度の「日本建築士会連合会　奨励賞」に選ばれまし

た。連合会発行「建築士10月号」に掲載されています

のでご覧下さい。建築士HIROSHIMA 174号（2016年

7月発行）の会員作品でも紹介しています。

ぷろじぇくと ニュース
PROJECT NEWS

表紙写真について
広島県歯科医師会館

●設計監理／（株）あい設計・西松建設（株）

●施　　工／西松建設（株）

●所 在 地／広島市東区二葉の里

●用　　途／事務所・診療所・専修学校

●構造規模／Ｓ造　６階建て

●延床面積／ 5,259.12㎡

●竣　　工／ 2017年3月

　本施設は、広島県歯科医師会事務局をはじめとする歯科医療

に関わる複数団体のためのオフィスと、広島高等歯科衛生士専

門学校、広島口腔保健センターなどを内包する複合施設です。

　計画地は広島駅前再開発エリア内の医療福祉ゾーンに位置付

けられており、まちづくりガイドラインに沿った豊かな歩行者空

間を創出すべく、歩道と一体となった大きなオープンスペースを

確保するとともに、公園につながる緑のプロムナードを形成する

など、街並みとの調和を図っています。

　外観は｢白｣を基調色とした清潔なイメージの色彩と、伝統建

築に見られる庇の水平ラインを強調したファサード構成により、

歴史ある街並みと新たな都市景観が隣接する二葉地区に相応し

い佇まいとしています。

　また通りに対して開かれたガラスカーテンウォールを通して、

施設内の活動や賑わいを外部から感じられ、地域に根差した歯科

保健医療拠点としてのシンボル性を有した施設となっています。
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　9月18日（月・敬老の日）、

AM10：30分より、「スポー

ツランドタマダ」において、

カート交流会を開催しました。

天候にも恵まれ、総勢51名の

参加者がカートとバーベキューを楽しみました。

　受付後、カートを運転する上での注意説明を受け、7

グループに分かれて順番にカートを体験しました。慣れ

るまでは慎重に走行していましたが、徐々にコツをつか

むと、コーナーでもスピードを落とさずに回られるよう

になりました。その後、ジムカーナの走行体験もさせて

いただきました。公道ではできないような運転を目の前

で見学し、同乗されていた参加者の方も大変喜ばれたよ

うです。午後は、各支部に分かれてレースを行いました。

今回はバーベキューをしながらカートレースを観戦。こ

れは皆さんにとても好評でした。来年も是非開催し、「支

部対抗のレースには、支部長も参加してもらってはどう

か？」など、来年の開催を望む声も多く聞かれました。

そして、午後3時に表彰式を行い、閉会となりました。

　個人の部優勝は県北支部の田端さん、2位は呉地区支

部の原田さん、3位は県北支部の倉田さんでした。

　なお、今年度の支部対抗

ボウリング大会は、来年2

月10日（土）に「可部ボウル」

にて開催予定。多くのご参

加をお待ちしております。

交流厚生委員長　井手口　耕三カート交流会を開催

　東広島支部主催、平成29年度

第1回「建研塾」の講師依頼を受

け、9月2日（土）に務めさせてい

ただきました。塾長の髙尾康明さ

んとは、保育所から中学校まで共に机を並べ、よく遊ん

だ間柄ですが、卒業後は疎遠になっていました。私は平

成22年3月にサラリーマン人生を卒業して帰郷。第2の

人生を歩み出した頃に、地域のボランティア活動を通じ

て髙尾さんとの友人的交流が蘇りました。その結果、東

広島支部に入会しての活動を促され、今回の講師を引き

受けることになった次第です。

　研修会のテーマは、「建研塾」の目的である①会員の知

識及び技能の維持向上に資する②建築技術者を育成する、

この2項目には逸脱しないよう、塾長と意見交換して、

『建設工事に対する施工のあり方』に決定しました。

　具体的な内容は、まず中国5県の建設マーケット状況

について、インターネット情報の全国建設投資額の中の

中国5県建設投資額により、広島県建設投資額の予想値

を想定。その予想値から東広島市の建設投資概算想定値

を算出して、参加者に話題として提供しました。次に、

建設工事の施工技術の伝承と向上について。テーマを建

築工事でなく建設工事としました。私が現場に従事した

経験から、建築工事現場では、土木施工技術と建築施工

技術が融合しての現場施工を行なうことが多々あります。

例えば建築建物工事の大深度地下工事では、土木施工技

術の支援を得て技術融合することでスムーズに施工が進

捗展開する事例があります。建築施工技術と土木施工技

術は相反することも多々ありますが、融合するメリット

の方が多いと思っており、建設工事としました。

　施工技術の伝承と施工技術のレベルアップのテーマに

つきましては、基本的には施工技術の原理・原則を会得

して、会得の施工技術を有効に水平展開する必要性を経

験から強く感じており、原理・原則を会得するには建設

中の現場での生の研修が１番と考えていました。現場で

は、自分の目で設計図書・計画図書等と現地の状況を整

合して確認することと、生の雰囲気を感じることで現場

力の向上が図られ、応用技術の展開が実践でき、施工技

術の伝承とレベルアップにつながると考えています。

　施工技術の伝承とレベルアップの手法の一環として、

①現場技術検討会による技術系社員間の技術交流と施工

技術情報の展開、現場対応能力の伝達②施工記録による

施工技術の実証結果の展開、歩掛かり情報の展開、不具

合事例の展開による再発の未然防止、改善提案の展開に

よる改善力の向上等による現場力のレベルアップにたど

り着きました。

　今回は専門的な施工技術発表になりました。終盤は速

度アップとなり、質疑応答等の討議時間もなく、発表者

の独り善がり、言いっ放し、聞きっ放しとなった感があ

りますが、今後の課題として反省しています。

地域だより
東広島

東広島支部　池溝　康雄

平成29年度
第１回 「建研塾」研修会を開催しました

　広島支部女性部会では、9

月30日に、世界的美人女性写

真家（笑）の藤岡亜弥先生に、

写真の撮り方を教えてもらう

講習会を行いました。

　藤岡先生は、サンフランシンスコMOMAに作品がパー

マネントコレクションに加えられているほか、2010年

写真協会新人賞、平成28年には第41回伊奈信夫賞を受

賞された方です。

　しかし、この先生のノリは半端ではなく、お笑いか？

と思えるほど楽しい講習→写真撮影→講評の時間を過ご

すことができました。橋本町のギャラリーを借り、昼間

の平塚町のなかなか踏み入れることの無いディープな世

界や昭和の香り漂う建物を、みっちり撮影することがで

きました。また、人物写真の撮り方のコツも教わること

ができました。

　今回、一眼レフを持つ写真趣味の人だけではなく、コ

ンパクトカメラでインスタにいい写真を載せたい人まで

いて、結構技術も興味も幅広い人が集まりましたが、講

評会で一人ずつの写真を見ると、なんとびっくりな写

真もいろいろあって、それもまた楽しかったです。次は

12月に開催する予定です。ぜひ、ご参加ください！！

地域だより
広　島

広島支部女性部長　福馬　晶子
藤岡亜弥と撮るHIROSHIMAのステキ♡

「建研塾」塾長　髙尾　康明

　「建研塾」は年2回開催し、今回は10回目です。定員は先着順30名ですが、
毎回10名程の空席がありますので、気軽にご参加いただきたいと思いま
す。開講のお知らせは、東広島支部のホームページに掲載しています。
今後、開催を希望する研修項目のアンケート実施結果は、「住宅の維持・
保全に関する項目」＝①住宅のリフォームはバリアフリー改修工事を優先
②住宅設備機器の定期点検と省エネルギー住宅設備機器について。「児童
生徒との建築交流に関する項目」＝①中学生を対象とした建築現場等の職
場見学体験②小学生を対象とした建築教室の開催。「その他の項目」＝①
古民家再生プロジェクト・街づくりプロジェクト②赤瓦と白壁の現風景
の保全に関するもの等に関心が高くあり、適切な講師を確保して研修会
を実施したいと思います。会員の皆さんのご協力をお願いします。
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